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｢1980年代は､ 『問題解決』ということが､学校数学の焦点になるべきである｣
と全米数学教師会が勧告したのは､確か昭和 56年4月であったと思いますO隆盛を
極めていた ｢数学教育の現代化｣の声が下火になった頃でした｡その頃､私は岡山県
教育委員会に勤務 していて､いろいろなところから算数 ･数学教育の講演依頼を受け
ていました｡とりわけ､岡山市算数教育研究会会員の熱心さには驚いていました0年
1回､3､4年間ほど続けて行かせていただきましたが､その会はいつも土曜日の午
後 2時 30分頃から行われるにもかかわらず､いつも100名に近い方が参加されて
いましたoLかも､ただ参加するというのではなく､聞き逃 したら損とばかり一言一
句も聞き逃さないと言 う熱気が会場いっぱいに漂っていました｡まさに ｢ご飯よりも
算数が好きである｣という先生方の集まりでした｡ここまで岡山市算数部会の先生を
算数好きに意識を変えられたのは､今は亡き竹内虎男先生でした｡竹内先生の算数を
愛する思いと人柄に魅せられ､このような形になって表れたものでした｡
この4月から新しい教育課程による教育実践が各学校で展開されています｡ここで
は､子どもたちに ｢生きる力｣を養 うことが求められていますoそして､ ｢教育は子
どもたちがこの生きる力を求めて 『自分探 しの旅』を扶ける営みである｣と規定し､
子どもの立場から､学校教育全体を問い直し､見直し､改善が図られたところでした｡
その中で､子どもたちに ｢個性を生かした､問題解決能力を養 うことの大切さ｣が強
調され､その目玉として､ ｢総合的な学習の時間｣が創設されましたD
もちろん､問題解決能力を養 うことは､ ｢総合的な学習の時間｣だけで求められる
ものではなく､学校のあらゆる場や機会を通して養 うものです｡ とりわけ､算数 ･数
学という教科は､問題解決能力を養 う上で､重要な教科であることは､算数 ･数学の
指導に携わっておられる､おられないに関わらず異論はないと思います｡
算数 ･数学の問題解決能力をつける摘草の必要性は､かなり以前から言われてきま
した｡最近の例が冒頭にあげた言葉です｡それまでは ｢数学教育の現代化｣が世界的
に花盛 りでた｡ ｢どんな高度な学問でも､教え方さえ工夫すれば､どの段階の子ども
にもそれにふさわしい教え方ができる｣というブルーナ-の仮説が流行 していましたO
フランスのある数学者は幼稚園から集合を教える必要性を唱えたり､プルバキという
数学者集団は､数学を構造というとう観点から再構築 し､ ｢数学的構造｣が出版され､
それを読んでいないと時代遅れのような感があったり､SMSGが出版したテキス ト
も多くの数学教師が競って愛読したりしたものでした｡そのような算数 ･数学教育の
高まりの中から､｢ご飯より算数数学が好きである｣先生が多く生まれたものでした｡
しかし､そのような状況の中でも我が国の算数数学の先生は､子どもに基礎基本を確
実に習得させる努力も忘れませんでした.その当時の日本の状態を､全米数学教師会
長のM､ソーベル氏は ｢後に､もうもうと出る砂ほこりの中に我々を置いて行った｣
と日本のことを賞賛されています｡
｢数学教育の現代化｣が下火になり､その勲が冷めようとしていたときに､登場し
たものが､ ｢問題解決｣でした｡そして､その熱は､それを機会に､ ｢数学教育の現
代化｣から ｢間層解決｣へと移行 していきました｡ しかし､ここでは ｢数学教育の現
代化｣のような魅力がなく､算数数学を愛する先生が急降下していきました｡そのよ
うな中でも､岡山市算数部会の先生方は別のように感 じました｡しかし､竹内先生が
退職されてからは､例外なく急降下したように私の目には写りましたa
ここで注目すべきことは､アメリカで言う ｢問題解決｣と､日本の数学教育界で言
う ｢問題解決｣には根本的な違いがありました｡端的に言えば､アメリカで言 う問題
解決は､今回の新 しい教育課程で求められているものと同じであり､我が国で言われ
ていた問題解決は､それも含まれるが､それよりもどちらかというと次のような考え
が中心にありました｡
同じ知識を習得する場合でも､単にそれを知級として教え込むよりは､問題解決の
過程をたどることにより､その知識が深まるばかりか､子どもたちに算数 ･数学を楽
しいものにすることができるという考えでした｡
例えば､当時私が明治図番出版 ｢数学教育｣の中で指導実践を紹介したものに次の
ようなものがあります｡
その当時は､中学校数学の中で集合を指導していましたが､ ｢空集合はすべての集
合の部分集合である｣という定盤がありますDこれは定義ですから､大半の数学教師
は､何の抵抗もなくこのまま指導されていたのが普通であり､それは何ら不思議では
ありませんD しかし､これを間層解決的に指導するとすれば､ rなぜ､空集合をすべ
ての集合の部分集合とするのであろうか｡そのことにより何か都合がよいことがある
のであろうか｣と子どもたちに投げかけました｡問題解決の過程をたどり､子どもた
ちにいろいろと考えさせます｡空集合をすべての集合の部分集合にすることによる規
則性を見つけるようにしました｡このことを通して､数学の本質に目を向けさせるこ
とができるのです｡
もちろん､今求めている問題解決的な学習も試みました｡例えば､岡山大学附属中
学校時代に､研究授業として公開もしましたc r創る一次関数｣がそれですoご覧い
ただいた方は､ ｢ああ､あれか｣と思い起こされることと思います｡身の回りの事象
を観察して､その中から､数学の対象となるものを取 り出し､一次関数を用いて問題
を解決 した例です｡
これからの算数 ･数学の指導で大切なことは､ r問題解決｣を以上述べた､2つの
考えを意放 して､実践していくことであると思います｡平素の授業では､前者を､そ
して教材等の条件が整ったときには､後者の指導を試みることが必要です｡それが､
子どもたちに ｢問題解決能力｣を養うための数学の果たす重要な役割であると思いま
す｡そのためには､問題解決にふさわしい魅力ある教材開発が望まれますOその教材
に生き生きと取り組む子どもたちの肇に触れたとき､数学教師としての無上の喜びを
感 じます｡この ｢岡山大学第数 ･数学教育学会｣もこれまで以上に､教材開発の研究
が望まれます.他人のまねごとではなく､自分自身が考え出したものです｡子どもた
ちの生き生きとした姿は､実は教師の姿が投影されたものです｡
ここまで話が進むと､みなさんは坂田前会長さんの吾桑を思い出されるのではない
でしょか｡ ｢子どもの算数数学好きにするには､まず､教師が算数数学を好きでなけ
ばならない｣と｡
坂田前会長さんや高橋会長さんの ｢算数数学を心から愛されている姿と魅力あふれ
る人柄に触れ｣改めて見直し､ ｢ご坂よりも算数数字が好きである｣という先生の集
合体にしていくための発信源に､この会をしていこうではありませんか｡
